
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャビネット；
　前記キャビネット内に設置されるタブ；
　前記タブ内に回転可能に設置されるドラム；
　一端が前記タブの内部に連結される乾燥ダクトと、前記ダクト内に設置されるヒータと
を備えている乾燥装置；
　一方が前記乾燥ダクトに連結され、他方が前記タブに連結されてその内部に前記タブ内
部の空気が流れる凝縮ダクトと、前記凝縮ダクトの一方に設置され、外部から供給された
冷却水を前記凝縮ダクトの内部に供給する冷却水供給装置と、前記凝縮ダクトの内部に供
給された冷却水を集めて凝縮ダクトの内部空間に落下させる冷却水落下装置とを備えてい
る凝縮装置；
　前記タブ内部の空気を前記凝縮ダクトと前記乾燥ダクトとを経由するように循環させる
循環ファン；
　前記タブ内側の洗濯水をキャビネットの外部に排出する排水ポンプを
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含めてなり、
前記冷却水落下装置は、
前記冷却水供給装置から供給され、凝縮ダクトの内面に沿って流れる冷却水を前記凝縮

ダクトの内部空間に落下させるように前記凝縮ダクトの内周面に沿ってループ形態に突出
したリブからなり、

前記リブは楕円形からなり、水平面に傾斜して形成され、



　
　

洗濯機及び乾燥
機。
【請求項２】
　前記リブの傾斜角度は約４５°であることを特徴とする請求項 記載の洗濯機及び乾燥
機。
【請求項３】
　前記スリットは、
　前記リブの円周方向に沿って多数個が配置されることを特徴とする請求項 記載の洗濯
機及び乾燥機。
【請求項４】
　前記スリットは、
　傾斜して設けられたリブの下側に形成されることを特徴とする請求項 記載の洗濯機及
び乾燥機。
【請求項５】
　前記スリットは、
　前記リブの内周部分から外周部分までリブの一部分を横断するように形成されることを
特徴とする請求項 記載の洗濯機及び乾燥機。
【請求項６】
　前記スリットは、
　前記リブの内周部分から外周部分に、ほぼ中間まで形成されることを特徴とする請求項

記載の洗濯機及び乾燥機。
【請求項７】
　前記落下ホールは、
　前記リブの円周方向に沿って多数個が配置されることを特徴とする請求項 記載の洗濯
機及び乾燥機。
【請求項８】
　前記落下ホールは、
　傾斜して設けられたリブの下側に形成されることを特徴とする請求項 記載の洗濯機及
び乾燥機。
【請求項９】
　
　
　
　

　

　

　
　前記冷却水落下装置は、
　前記冷却水供給装置から冷却水を供給され、凝縮ダクトの内部、又は内周面に落下させ
る分配手段を
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前記リブには、
リブの上面に沿って傾斜して流れる冷却水を下側に落下させるための少なくとも１つ以

上のスリットまたは上下方向に落下ホールが形成されたことを特徴とする

１

２

２

２

２

１

１

キャビネット；
前記キャビネット内に設置されるタブ；
前記タブ内に回転可能に設置されるドラム；
一端が前記タブの内部に連結される乾燥ダクトと、前記ダクト内に設置されるヒータと

を備えている乾燥装置；
一方が前記乾燥ダクトに連結され、他方が前記タブに連結されてその内部に前記タブ内

部の空気が流れる凝縮ダクトと、前記凝縮ダクトの一方に設置され、外部から供給された
冷却水を前記凝縮ダクトの内部に供給する冷却水供給装置と、前記凝縮ダクトの内部に供
給された冷却水を集めて凝縮ダクトの内部空間に落下させる冷却水落下装置とを備えてい
る凝縮装置；

前記タブ内部の空気を前記凝縮ダクトと前記乾燥ダクトとを経由するように循環させる
循環ファン；

前記タブ内側の洗濯水をキャビネットの外部に排出する排水ポンプを含めてなり、

含めてなり、
前記分配手段は、
前記冷却水供給装置から供給された冷却水を案内して、前記凝縮ダクトの内周面上に均



ことを特徴とす 濯機及び乾燥機。
【請求項１０】
　前記案内流路は、
　前記凝縮ダクトのほぼ上側に形成されることを特徴とする請求項 記載の洗濯機及び乾
燥機。
【請求項１１】
　前記案内流路は、
　前記凝縮ダクトの内面側から外面側にふくらんで形成された螺旋溝からなることを特徴
とする請求項 記載の洗濯機及び乾燥機。
【請求項１２】
　前記案内流路は、
　前記冷却水供給装置から供給された冷却水がその内側に流れるように設けられる螺旋状
の案内チューブからなることを特徴とする請求項 記載の洗濯機及び乾燥機。
【請求項１３】
　前記案内チューブの下側には冷却水を噴射する多数の分配ホールが形成されることを特
徴とする請求項 記載の洗濯機及び乾燥機。
【請求項１４】
　前記分配ホールは、
　冷却水が前記凝縮ダクトの内部空間に落下するように、前記案内チューブの断面形状下
側の中心部に沿って形成されることを特徴とする請求項 記載の洗濯機及び乾燥機。
【請求項１５】
　前記分配ホールは、
　前記案内チューブの断面形状下側の一方に沿って形成されることを特徴とする請求項

記載の洗濯機及び乾燥機。
【請求項１６】
　前記分配ホールは、
　上側から下側に傾斜して形成されることを特徴とする請求項 記載の洗濯機及び乾燥
機。
【請求項１７】
　前記分配ホールは、
　前記案内チューブの内側の冷却水が凝縮ダクトの内周面側に噴射するように前記凝縮ダ
クトの内周面側に傾斜していることを特徴とする請求項 記載の洗濯機及び乾燥機。
【請求項１８】
　前記分配ホールは、
　前記案内チューブの内側の冷却水が凝縮ダクトの内部空間に噴射するように前記凝縮ダ
クトの内部中心側に傾斜していることを特徴とする請求項 記載の洗濯機及び乾燥機。
【請求項１９】
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等に分布させて流せるように前記凝縮ダクトの内面に螺旋状に形成される案内流路からな
る る洗

９

９

９

１２

１３

１
３

１５

１５

１５

キャビネット；
前記キャビネット内に設置されるタブ；
前記タブ内に回転可能に設置されるドラム；
一端が前記タブの内部に連結される乾燥ダクトと、前記ダクト内に設置されるヒータと

を備えている乾燥装置；
一方が前記乾燥ダクトに連結され、他方が前記タブに連結されてその内部に前記タブ内

部の空気が流れる凝縮ダクトと、前記凝縮ダクトの一方に設置され、外部から供給された
冷却水を前記凝縮ダクトの内部に供給する冷却水供給装置と、前記凝縮ダクトの内部に供
給された冷却水を集めて凝縮ダクトの内部空間に落下させる冷却水落下装置とを備えてい
る凝縮装置；

前記タブ内部の空気を前記凝縮ダクトと前記乾燥ダクトとを経由するように循環させる
循環ファン；



　
　前記排水ポンプに連結される排水ホースと、前記冷却水供給装置とを連結して、前記排
水ホースから逆流する洗濯水を前記冷却水供給装置に供給するサイフォンホースがさらに
備えられることを特徴とす 濯機及び乾燥機。
【請求項２０】
　前記冷却水供給装置は、
　外部から供給される冷却水が流れる給水チューブ；
　前記給水チューブとサイフォンホースとがそれぞれ連結され、前記冷却水、及び洗濯水
を前記凝縮ダクトの内側に供給する給水ノズルを備えていることを特徴とする請求項
記載の洗濯機及び乾燥機。
【請求項２１】
　前記給水ノズルは、
　一端が開放された円筒状のノズルボディ；
　前記ノズルボディの一方側に形成され、前記給水チューブが連結される第１連結口；
　前記ノズルボディの他方側に形成され、前記サイフォンホースが連結される第２連結口
を備えていることを特徴とする請求項 記載の洗濯機及び乾燥機。
【請求項２２】
　前記ノズルボディには
　前記凝縮ダクトの内部と外部との圧力を同一に維持させる空気ホールがさらに形成され
ることを特徴とする請求項 記載の洗濯機及び乾燥機。
【請求項２３】
　前記空気ホールは、
　前記ノズルボディの塞がった他端に形成されることを特徴とする請求項 記載の洗濯
機及び乾燥機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は乾燥機能を備えた洗濯機及び乾燥機に関し、特にドラムで乾燥が行われた湿っ
た空気の水分を除去する凝縮ダクトの構造を改善した洗濯機及び乾燥機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に洗濯機は洗剤と水の作用を利用して洗濯物に付いている汚れを落とすために、
洗濯、濯ぎ、脱水の過程を経て洗浄する機器であって、その種類は攪拌式、過流式、及び
ドラム式洗濯機に分けられる。
【０００３】
　攪拌式は洗濯槽の中央に突き出た洗濯棒を左右に回転させ洗濯する方式で、洗浄力には
優れるが、洗濯機の騒音と振動が激しく、洗濯物が損傷しやすいという短所がある。この
ような攪拌式は一般的に大型洗濯機に適する。
【０００４】
　過流式は洗濯槽の下部に形成された円板状のパルセーターを回転させて生じる水流と洗
濯物間の摩擦力によって洗濯が行われる。このような過流式は洗濯時間が短く、大容量化
が可能であるというのが最大の長所であり、騒音及び振動などが相対的に少なく、安価で
あるものの、洗濯物のもつれ現象などによって洗濯物の損傷度が相対的に高いという大き
な短所がある。
【０００５】
　ドラム式は内面に多数のタンブリングリブが突出したドラムの内に水と洗剤、及び洗濯
物を入れ、水平軸を中心に低速回転させ、洗濯物がタンブリングリブによって上下する衝
撃によって洗濯が行われる。かかるドラム式は洗濯物がほとんど損傷せず、水の使用量が
少なく、洗濯物が互いにもつれないという長所がある。
【０００６】
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前記タブ内側の洗濯水をキャビネットの外部に排出する排水ポンプを含めてなり、

る洗

１９

２０

２１

２２



　一方、乾燥機は洗濯済みのぬれた状態の洗濯物を乾燥させる機器を言う。このような乾
燥機は一般にキャビネットの内側に設置されたドラムに洗濯物を入れ、ドラムを回転させ
ながらドラム内に熱風を供給して洗濯物を乾燥させるように構成されている。
【０００７】
　そして、最近は上記のドラム式洗濯に乾燥機の機能が備えられた乾燥機兼用ドラム洗濯
機が実用化され、次第にその使用が増加している。
【０００８】
　一方、図１及び図２は従来の洗濯機と乾燥機の内部構図を示す側面から見た状態の断面
図と平面から見た状態の断面図である。以下ではこれらの図面に基づいて洗濯機及び乾燥
機の詳細な構造を説明する。
【０００９】
　図１及び図２を参照すると、一般的な洗濯機及び乾燥機は、キャビネット１０、タブ２
０、ドラム３０、モーター４０、排水ポンプ５０、凝縮装置７０、乾燥装置６０、循環フ
ァン８０を備えている。
【００１０】
　キャビネット１０は洗濯機及び乾燥機の外装となるものであって、前面にはドア１１が
形成されている。洗濯機の場合、キャビネット１０の内部の一部に洗剤ボックス１４が設
けられ、キャビネット１０の外部から引き入られた給水チューブ１５が洗剤ボックス１４
に連結される。
【００１１】
　タブ２０は円筒状に形成され、キャビネット１０の内側に配置されている。このような
タブ２０はスプリング１３及びダンパー１２により支持される。ドラム３０は円筒状に形
成され、タブ２０の内側に回転可能に設けられている。
【００１２】
　このように設置されたドラム３０の外周面には多数の通孔が形成され、その通孔を通じ
てタブ２０内に供給された洗濯水がドラム３０の内部に流出入する。そして、ドラム３０
の内面には多数のタンブリングリブ３１が提供される。
　モータ４０はキャビネット１０内に設けられ、ベルトなどでドラム３０に連結され、ド
ラム３０を回転させる。
【００１３】
　排水ポンプ５０はタブ２０の下側に連結され、洗濯、濯ぎ、及び脱水の完了後にタブ２
０の下側に溜まった水をポンピングして、キャビネット１０の外に排出する。このために
排水ホース５１がキャビネット１０の外側と排水ポンプ５０とを連結するように設置され
る。
【００１４】
　乾燥装置６０は乾燥ダクト６１とヒータ６５を備えている。乾燥ダクト６１はタブ２０
の上側のタブの外側に配置され、その一端部がタブ２０の内部に導かれている。ヒータ６
５は乾燥ダクト６１内を循環する空気を加熱するために乾燥ダクト６１内に設置される。
【００１５】
　凝縮装置７０は凝縮ダクト７１と、凝縮ダクト７１の内部を流れる空気を冷却して凝縮
させるための冷却手段とを備えている。
【００１６】
　ここで、凝縮ダクト７１は、一端部がタブ２０の側面の下側に連結され、他端部が乾燥
ダクト６１に連結されるように設置される。このように設置された凝縮ダクト７１の長さ
を伸ばすことで、内部に流れる空気と冷却水、及び外部空気との接触面積を増加させるこ
とができるので、凝縮ダクト７１は図１に示すように斜めに配置する。また、凝縮ダクト
７１はその設置空間を減らすために断面の形状が平らな長方形状のものを用いている。
【００１７】
　冷却手段は、図１及び図２に示すように、水冷式であり、冷却水供給装置７５を備えて
いる。この冷却水供給装置７５は外部から供給された冷却水を凝縮ダクト７１の内面に沿
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って流すように凝縮ダクト７１の一方に設置される。循環ファン８０は乾燥ダクト６１内
に設置され、ドラム３０の内部空気を凝縮ダクト７１と乾燥ダクト６１を介して循環させ
る。
【００１８】
　一方、上記の構造を有する洗濯機は洗濯水の排水時に外部的な要因により発生する洗濯
水の逆流を防止するためにサイフォンホース９０を具備している。
　このサイフォンホース９０は洗剤ボックス１４と排水ホース５１の一方とを連結するよ
うに設置される。サイフォンホース９０がこのように設置されると、排水ホース５１から
逆流した洗濯水はサイフォンホース９０側に流入して逆流の影響を減少させる。そして、
洗濯水の逆流量が多少多い場合には、サイフォンホース９０側に流入した洗濯水が洗剤ボ
ックス１４を経由してタブ２０の側面の内壁に沿って流れ、再び外部に排出される。
【００１９】
　上記のように構成された一般的な構造のドラム洗濯機は、次の過程を通じて洗濯及び乾
燥を行う。
　まず、ドラム３０の内部に洗濯物を投入する。そして、洗剤ボックス１４に適当量の洗
剤を入れ、給水チューブ１５を介して洗濯水を供給すると、洗剤ボックス１４で洗剤を溶
解した洗濯水が給水ホース１６を介してタブ２０の内側に流入する。洗濯水がタブ２０内
に所定の水位まで供給されると、ドラム３０が回転して洗濯が始まる。洗濯物はドラム３
０の回転と共にタンブリングリブ３１によって上側に持ち上げられた後、落下しながら洗
濯が行われる。洗濯、濯ぎ、脱水過程がそれぞれ完了する度に排水ポンプ５０を稼動させ
てタブ２０内の洗濯水を排水ホース５１を介して外部に排出する。上記の洗濯過程が完了
すると、ヒータ６５と循環ファン８０を作動させ、ドラム３０を回転させて乾燥を行う。
このとき、凝縮装置７０の冷却水供給装置７５を介して冷却水を凝縮ダクト７１の内面に
流す。このように乾燥作業が始まると、循環ファン８０によってドラム３０内部の空気は
凝縮ダクト７１と乾燥ダクト６１、及びドラム３０を順次に経由しながら循環する。
【００２０】
　ヒータ６５によって加熱された空気はドラム３０の内部で洗濯物に含まれた水分を蒸発
させ、水分が含まれた空気が凝縮ダクト７１に流入する。
【００２１】
　凝縮ダクト７１に流入した湿った空気は凝縮ダクト７１の内面に沿って流れる冷却水と
熱交換しながら水分が凝縮され乾燥される。凝縮ダクト７１で水分が除去され、乾燥した
空気は乾燥ダクト６１でヒータ６５によって加熱された後、再びドラム３０に供給され、
上記の過程を繰り返しながら洗濯物を乾燥させる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２２】
　上記のような構造からなるドラム洗濯機及び乾燥機では、凝縮ダクト７１を経由する空
気と、冷却水との接触面積を増加させるため凝縮ダクト７１を斜めに設置しているが、こ
のように設置される場合、凝縮ダクト７１と乾燥ダクト６１の設置空間が多く必要となり
、その設置及び組立が難しいという問題がある。
【００２３】
　また、上記のような洗濯水逆流防止構造を備えたドラム洗濯機では、排水ホース５１を
介して逆流する洗濯水の量が多すぎるとサイフォンホース９０に流入した洗濯水が洗剤ボ
ックス１４を経由した後、直接ドラム３０の内側に落ちるようになり、洗濯済みの洗濯物
が再び汚れるという問題がある。
【００２４】
　本発明は上記の問題を解決するために提案されたもので、その目的は、凝縮装置の構造
を改善して凝縮ダクトの長さを減少させ、キャビネット内の空間活用度を高めると共に、
洗濯機及び乾燥機のコンパクト化を果たすことにある。
【００２５】
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　また、凝縮装置の構造を改善して凝縮効率を向上させることで、洗濯機及び乾燥機の乾
燥効率をも改善するだけでなく、凝縮装置の構造を改善して凝縮ダクトを直線化すること
で、組立及び設置が容易になるようにすることにある。
【００２６】
　さらに、洗濯水の逆流防止構造を改善して、排水時に逆流する汚れた洗濯水がドラム内
に再流入することを防止することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２７】
　上記のような目的を果たすための本発明による洗濯機及び乾燥機は、キャビネット；前
記キャビネット内に設置されるタブ；前記タブ内に回転可能に設置されるドラム；一端が
前記タブの内部に連結される乾燥ダクトと前記ダクト内に設置されるヒータとを備えてい
る乾燥装置；一方が前記乾燥ダクトに連結され、他方が前記タブに連結されてその内部に
前記タブ内部の空気が流れる凝縮ダクトと、前記凝縮ダクトの一方に設置され、外部から
供給された冷却水を前記凝縮ダクトの内部に供給する冷却水供給装置と、前記凝縮ダクト
の内部に供給された冷却水を集めて凝縮ダクトの内部空間に落下させる冷却水落下装置と
を備えている凝縮装置；前記タブ内部の空気を前記凝縮ダクトと前記乾燥ダクトとを経由
するように循環させる循環ファン；前記タブ内側の洗濯水をキャビネットの外部に排出す
る排水ポンプを備えていることを特徴とする。
【００２８】
　ここで、ヒータが前記乾燥ダクト内に設置され、前記循環ファンは前記乾燥ダクトと凝
縮ダクトとの連結部分に設置される。
【００２９】
　本発明による洗濯機及び乾燥機における前記凝縮ダクトは、上下に長く形成された中間
部分；前記中間部分の下側から延長され、前記タブに連結される下側部分；前記中間部分
の上側から延長され、前記乾燥ダクトに連結される上側部分を備えている。
【００３０】
　前記中間部分は円筒状からなり、前記下側部分は前記タブから流入する空気の抵抗が減
少するよう空気が流入する方向に曲げられている。そして、前記上側部分は、前記中間部
分の上端に平らな形態で段状に形成される。
【００３１】
　本発明による洗濯機及び乾燥機の第１実施態様において、前記冷却水落下装置は、前記
冷却水供給装置から供給され、凝縮ダクトの内面に沿って流れる冷却水を前記凝縮ダクト
の内部空間に落下させるように前記凝縮ダクトの内面の一方で突出する落下板からなる。
ここで、前記落下板は、前記凝縮ダクトの内面に一体に形成されるか、前記凝縮ダクト自
体が内部に突出するように成形されて形成される。このように形成される前記落下板は、
前記凝縮ダクトの内面から凝縮ダクトの内部空間の下方に傾斜して突出されるが、前記落
下板の傾斜角度は例えば約４５°である。
【００３２】
　そして、本発明による洗濯機及び乾燥機の第１実施態様では前記落下板から落下した冷
却水が前記凝縮ダクトの内部を流れる空気によって上側に飛散して乾燥ダクト側に移動す
るのを防止するために、前記落下板の上側で凝縮ダクトの内面に突出する逆流防止板をさ
らに備えている。このような前記逆流防止板は前記凝縮ダクトと一体に形成される。
【００３３】
　一方、逆流防止板が形成される場合、前記凝縮ダクトは、前記逆流防止板が突出した部
分の空気流路が狭くなることを防止するように前記逆流防止板が突出した反対側が広く拡
張される。
【００３４】
　本発明による洗濯機及び乾燥機の第２実施態様において、前記冷却水落下装置は、前記
冷却水供給装置から供給され、凝縮ダクトの内面に沿って流れる冷却水を前記凝縮ダクト
の内部空間に落下させるように前記凝縮ダクトの内周面に沿ってリング形態に突出したリ
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ブからなる。
【００３５】
　ここで、前記リブは前記凝縮ダクトのほぼ下側に形成されるが、これは前記凝縮ダクト
と一体に形成されるか、前記凝縮ダクト自体が内部に突出するように形成される。
【００３６】
　一方、前記リブは楕円形からなり、水平面に対して傾斜して形成されるが、この場合、
前記リブの傾斜角度は例えば約４５°である。
【００３７】
　そして、前記リブには、リブの上面に沿って傾斜して流れる冷却水を下に落下させるた
めの少なくとも一つ以上のスリットが形成される。この際、前記スリットは、前記リブの
円周方向に沿って配置されるか、傾斜して設けられたリブのほぼ下側に形成される。この
ように形成される前記スリットは、前記リブの内周部分から外周部分までリブの一部分を
横断するように形成されるか、前記リブの内周部分から外周に向かって、ほぼ中間まで形
成される。
【００３８】
　また、前記リブには、リブの上面に沿って傾斜して流れる冷却水を下側に落下させるた
めの少なくとも一つ以上の落下ホールが上下方向に形成されてもよい。この場合、前記落
下ホールは、前記リブの円周方向に沿って多数が配置されるか、傾斜して設けられたリブ
のほぼ下側に形成される。
【００３９】
　また、本発明で前記リブは円状からなり、水平に形成されることもある。この場合にも
前記リブが楕円状に形成される時と同様に多数のスリット、又は落下ホールを形成できる
。
【００４０】
　本発明による洗濯機及び乾燥機において、前記冷却水落下装置は、前記冷却水供給装置
から冷却水を供給され、凝縮ダクトの内部、又は内周面に落下させる分配手段を備えてい
ることを特徴とする。
【００４１】
　本発明による洗濯機及び乾燥機の第３実施態様において、前記分配手段は、前記冷却水
供給装置に連結され、冷却水を供給される連結チューブ；前記連結チューブに連結され、
冷却水を凝縮ダクトの内部、又は内周面に均等に落下させる分配ループを備えている。こ
こで、前記分配ループは、例えば、断面がほぼ‘Ｕ’字形からなる。そして、前記分配ル
ープは前記連結チューブに連結される部分が広く拡張される。
【００４２】
　また、前記分配ループの下側には冷却水を噴射する多数の噴射ホールが形成される。こ
のように形成される前記噴射ホールは、冷却水が前記凝縮ダクトの内部空間に落下するよ
うに、前記分配ループの断面形状下側の中心部に沿って形成されるか、前記分配ループの
断面形状下側の一方に沿って形成される。
【００４３】
　そして、前記噴射ホールは上側から下側に傾斜して形成されるが、この場合、前記噴射
ホールは、前記分配ループの内側の冷却水を凝縮ダクトの内周面側に噴射するように前記
分配ループの外周面側に傾斜するか、前記分配ループの内側の冷却水を凝縮ダクトの内部
空間に噴射するように前記分配ループの内周面側に傾斜するように形成される。
【００４４】
　本発明による洗濯機及び乾燥機の第３実施態様において、前記分配手段は、前記連結チ
ューブと前記分配ループとの連結部に冷却水を所定量貯蔵するための貯蔵タンクがさらに
備えられる。
【００４５】
　本発明による洗濯機及び乾燥機の第４実施態様において、前記分配手段は、前記冷却水
供給装置から供給された冷却水を案内して、前記凝縮ダクトの内周面上に均等に分布させ
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て流せるように前記凝縮ダクトの内面に螺旋状に形成される案内流路を備えている。ここ
で、前記案内流路は、前記凝縮ダクトの上側に形成される。
【００４６】
　本発明による洗濯機及び乾燥機の第４実施態様において、前記案内流路は前記凝縮ダク
トの内面側から外面側にふくらんで形成された螺旋溝からなるか、前記冷却水供給装置か
ら供給された冷却水がその内側に流れるように設けられる螺旋状の案内チューブからなる
。
【００４７】
　一方、前記案内手段が前記案内チューブからなる場合、前記案内チューブの下側には冷
却水を噴射する多数の分配ホールが形成される。ここで、前記分配ホールは、冷却水が前
記凝縮ダクトの内部空間に落下するように、前記案内チューブの断面形状下側の中心部に
沿って形成されるか、前記案内チューブの断面形状下側の一方に沿って形成される。そし
て、前記分配ホールは上側から下側に傾斜して形成されてよく、前記案内チューブの内側
の冷却水を凝縮ダクトの内周面側に噴射するように前記凝縮ダクトの内周面側に傾斜する
か、前記案内チューブの内側の冷却水を凝縮ダクトの内部空間に噴射するように前記凝縮
ダクトの内部中心側に傾斜して形成される。
【００４８】
　本発明による洗濯機及び乾燥機の第５実施態様では、前記排水ポンプに連結される排水
ホースと、前記冷却水供給装置とを連結して、前記排水ホースから逆流する洗濯水を前記
冷却水供給装置に供給するサイフォンホースがさらに備えられる。そして、前記冷却水供
給装置は、外部から供給される冷却水が流れる給水チューブを備えると共に、前記給水チ
ューブとサイフォンホースとを連結し、前記冷却水及び洗濯水を前記凝縮ダクトの内側に
供給する給水ノズルを備えている。
【００４９】
　本発明による洗濯機及び乾燥機の第５実施態様において、前記給水ノズルは、一端が開
放された円筒状のノズルボディ；前記ノズルボディの一方側に形成され、前記給水チュー
ブが連結される第１連結口；前記ノズルボディの他方側に形成され、前記サイフォンホー
スが連結される第２連結口を備えている。ここで、前記ノズルボディには前記凝縮ダクト
の内部と外部との圧力を同一に維持させる空気ホールがさらに形成され、例えば、前記ノ
ズルボディの塞がった他端に形成される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５０】
　以下、本発明の実施形態を添付の図面を参照にして詳細に説明する。
　本発明による洗濯機及び乾燥機は、キャビネット１００、タブ２００、ドラム３００、
乾燥ダクト６１０、凝縮装置７００、ヒータ６２０、循環ファン８００、排水ポンプ５０
０を含み、以下で図３及び図４に基づいてその詳細な構成を説明する。
【００５１】
　キャビネット１００は洗濯機及び乾燥機の外装であり、例えば前面にはドア１１０が形
成される。そして、その上側にはコントロールパネルが形成される。キャビネット１００
の内部の一隅には本発明が洗濯機に適用される場合に洗剤ボックス１４０が配置される。
この洗剤ボックス１４０にはキャビネット１００の外部から引き入られた洗濯水給水チュ
ーブ１５０が連結され、給水ホース１６０が洗剤ボックス１４０とタブ２００とを連結す
るように設けられる。
【００５２】
　タブ２００は円筒状に形成され、キャビネット１００の内側に配置される。
　このようなタブ２００は両端部がキャビネット１００の内面とタブ２００の外面とにそ
れぞれ連結されるスプリング１３０とダンプ１２０により支持され、スプリング１３０と
ダンパー１２０によって振動が減衰される。
【００５３】
　一方、タブ２００は一般的にキャビネット１００の底面に対して水平に設けられるが、
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最近はユーザーの便宜のためにその開口部側、つまり、ドア１１０に隣接した側がその反
対側より高い所に位置するよう、やや傾斜して設けられることもある。このようなタブ２
００は本発明が洗濯機に適用された場合、給水ホース１６０によって洗剤ボックス１４０
に連結される。
【００５４】
　ドラム３００は円筒状に形成され、タブ２００の内側に回転可能に設けられる。このよ
うに設置されるドラム３００の外周面には多数の通孔が形成され、その通孔を介してタブ
２００内に供給された洗濯水、又はドラム３００の内部に収納されたぬれた洗濯物から落
ちる水がタブ２００とドラム３００との間を自由に流出入する。そして、ドラム３００の
内面には多数のタンブリングリブ３１０が突出している。このように突出したタンブリン
グリブ３１０はドラム３００の回転時に洗濯物を上側に持ち上げた後、自由落下させる。
【００５５】
　モータ４００はキャビネット１００内に設けられており、ベルトなどでドラム３００に
連結され、ドラム３００を回転させる。勿論、必要に応じてドラム３００だけでなく、動
かすための動力を必要とする諸構成要素にモータを連結し、それらに回転力を伝達する。
【００５６】
　排水ポンプ５００はタブ２００の下側に連結され、洗濯、濯ぎ、脱水の完了後にそれぞ
れタブ２００の下側に溜まった水をポンピングしてキャビネット１００の外側に排出する
。このために排水ホース５１０がキャビネット１００の外側と排水ポンプ５００とを連結
するように設置される。
【００５７】
　乾燥装置６００は乾燥ダクト６１０とヒータ６２０とを備えている。乾燥ダクト６１０
はタブ２００の外部、例えばタブ２００の外の上側に配置され、その一端部がタブ２００
の内部に連結される。ヒータ６２０は乾燥ダクト６１０の内部で循環する空気を加熱する
ために乾燥ダクト６１０内に設置される。
【００５８】
　凝縮装置７００は凝縮ダクト７１０、冷却水供給装置７２０、そして、冷却水落下装置
７５０を備えている。
　この凝縮ダクト７１０はその内部にタブ２００の内部の空気が流動できるように、一方
が乾燥ダクト６１０に連結され、他方はタブ２００に連結される。このように配置された
凝縮ダクト７１０は、図９に示すように、中間部分７１１、下側部分７１２、上側部分７
１３を備えている。
【００５９】
　中間部分７１１は円筒状であり、上下に長く形成されている。下側部分７１２は、中間
部分７１１の下から延びタブ２００に連結されるが、図５～図９に示すように、タブ２０
０から流入する空気の抵抗が減少するように空気が流入する方向に曲げられている。
【００６０】
　中間部分７１１の上側から延長される上側部分７１３は、乾燥ダクト６１０に連結され
、図５～図９に示すように、中間部分７１１の上端に平らな形態で段状に形成される。
【００６１】
　冷却水供給装置７２０が凝縮ダクト７１０の一方に配置され、外部から供給される冷却
水を凝縮ダクト７１０の内部に供給する役割を果たす。
【００６２】
　このような冷却水供給装置７２０は、給水チューブ７２１と給水ノズル７２２とを備え
ている。給水チューブ７２１は、図３に示すように、冷却水を供給できるようにキャビネ
ット１００を貫通して設置される。このように設置された給水チューブ７２１の内部に冷
却水が流れる。
【００６３】
　給水ノズル７２２は、図３及び図４に示すように、給水チューブ７２１の端部に連結さ
れ、給水チューブ７２１を介して外部からキャビネット１００の内側に供給された冷却水
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を凝縮ダクト７１０の内側に供給する。
【００６４】
　本発明による洗濯機及び乾燥機において、給水チューブ７２１は給水ノズル７２２に対
してシーリング状態を維持しながら回転可能に連結されると同時に、給水ノズル７２２に
対して前後に所定の遊びを有するように連結されることが好ましい。これは、ドラム３０
０の回転によって発生する振動に効果的に対応するように設計するためで、冷却水の漏水
や機器の故障を未然に防止するためである。上記のような連結構造は、振動の存在する条
件下で二つ、又はそれ以上の管を連結する場合に主に用いられる構造であり、これは該当
技術分野で通常の知識を有するものには公知の事実であるので、本明細書ではその詳細な
連結構造については図示せず、その説明も省略する。
【００６５】
　冷却水落下装置７５０は凝縮ダクト７１０の内側に設けられ、冷却水供給装置７２０に
よって凝縮ダクト７１０の内部に供給された冷却水を集めて凝縮ダクト７１０の内部空間
に落下させる役割を果たす。このような役割を行う冷却水落下装置７５０は、多様な実施
形態で実現することができ、その詳細な構成を本発明による洗濯機及び乾燥機の各実施形
態を説明しながら示す。
【００６６】
　循環ファン８００は、乾燥ダクト６１０の内部又は乾燥ダクト６１０と、後述する凝縮
ダクト７１０との連結部位に設置され、ドラム３００内の空気を凝縮ダクト７１０と乾燥
ダクト６１０とを経由するように循環させる。
【００６７】
　上記のように構成された本発明による洗濯機及び乾燥機は、凝縮装置７００の構成を互
いに異なるようにすることで多様な実施形態を得ることができる。
【００６８】
　図３～図６は本発明による洗濯機及び乾燥機の第１実施形態を示す。これらを参照する
と、本発明による洗濯機及び乾燥機で凝縮装置７００の冷却水落下装置７５０は、凝縮ダ
クト７１０の内面に突出する落下板７５５からなる。
【００６９】
　落下板７５５は凝縮ダクト７１０の内面の一地点で凝縮ダクト７１０の内部空間に突出
し、冷却水供給装置７２０から供給され凝縮ダクト７１０の内面に沿って流れる冷却水を
凝縮ダクト７１０の内部空間に落下させる。
【００７０】
　このように形成される落下板７５５は、図５に示すように、凝縮ダクト７１０の内面に
一体に形成されるか、図６に示すように、凝縮ダクト７１０自体が内部に突出するように
成形されて形成される。
【００７１】
　上記のように凝縮ダクト７１０の内部空間に突出した落下板７５５は、凝縮ダクト７１
０の内面で凝縮ダクト７１０の内部空間の下方に傾斜して突出している。その傾斜角度は
例えばほぼ４５゜である。
【００７２】
　上記のように落下板７５５を有する本発明による洗濯機及び乾燥機の第１実施形態は、
逆流防止板７１５をさらに具備している。逆流防止板７１５は、図５及び図６に示すよう
に、落下板７５５を突出させた地点の上側で凝縮ダクト７１０の内面から突出させ、落下
板７５５から落下した冷却水が凝縮ダクト７１０の内部を流れる空気によって上側に飛散
して乾燥ダクト６１０側に移動するのを防止する。
【００７３】
　このように形成される逆流防止板７１５は、図５に示すように凝縮ダクト７１０と一体
に形成される。また図示してはいないが、凝縮ダクト７１０自体が内部に突出した形態と
することもできる。
【００７４】
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　上記のように構成された落下板７５５と、逆流防止板７１５とを有する本発明による第
１実施形態において、凝縮ダクト７１０は逆流防止板７１５が突出した部分の反対側を広
く拡張するように形成されるが、これは逆流防止板７１５が突出した部分で空気の流路が
狭くなることを防止するためである。
【００７５】
　一方、上記のような構造を有する本発明による洗濯機は次のような過程を通じて洗濯を
行う。
　まず、ドラム３００の内部に洗濯物を投入する。そして、洗剤ボックス１４０に適当量
の洗剤を入れ、洗濯水給水チューブ１５０を介して洗濯水を供給すると、洗剤ボックス１
４０で洗剤を溶解した洗濯水が給水ホース１６０を介してタブ２００の内側に流入する。
洗濯水がタブ２００内に所定の水位まで供給されると、ドラム３００を回転させて洗濯を
始める。
【００７６】
　ドラム３００が回転すると、洗濯物はドラム３００の回転と共にタンブリングリブ３１
０によって上側に持ち上げられた後、重力によって下側に落下する。
【００７７】
　この際、洗濯物が落下しながら発生する衝撃力と洗濯水の摩擦力、そして、洗剤の作用
によって洗濯物に付いている汚れが除去される。
【００７８】
　ドラム３００が回転しながら所定の時間洗濯が進むと、排水ポンプ５００を作動させ、
汚れた洗濯水をキャビネット１００の外側に排水する。
【００７９】
　洗濯を行い汚れた洗濯水の排水が完了すると、再びきれいな洗濯水をドラム３００内に
供給した後、ドラム３００を回転させ濯ぎ工程を行う。濯ぎ水を数回排水し、再供給しな
がら濯ぎ工程を行った後には、濯ぎ水を完全に排水し、ドラム３００を早い速度で回転さ
せ、遠心力で洗濯物の水分を除去する。
【００８０】
　上記のような過程を通じて洗濯、濯ぎ、脱水を完了した洗濯物は、本発明による洗濯機
及び乾燥機で熱風によって完全に乾燥させられる。その詳細は次の通りである。
【００８１】
　まず、モーター４００を作動させ、内部にぬれた洗濯物が収納されたドラム３００を回
転させる。これと共に循環ファン８００を回転させ、ヒータ６２０を稼動させる。
【００８２】
　すると、ドラム３００の内部にある空気は凝縮ダクト７１０と、乾燥ダクト６１０とを
順に経由した後、再びドラム３００の内部に流入する。このとき、乾燥ダクト６１０を経
由する空気はヒータ６２０によって熱く加熱される。
【００８３】
　このように乾燥ダクト６１０を経由しながら加熱された熱い空気はドラム３００の内部
で洗濯物を乾燥させる。この際、洗濯物に含まれた水分がドラム３００の内部の空気中で
蒸発する。
【００８４】
　このように洗濯物から蒸発した水分を含んだ湿った空気が凝縮ダクト７１０に流入する
。一方、冷却水供給装置７２０は、凝縮ダクト７１０の内側に冷たい冷却水を持続的に供
給する。したがって、凝縮ダクト７１０の内部を通った湿った空気は冷却水と熱交換を行
い、空気中に含まれた水分が凝縮され、除去され、空気は乾燥状態となる。
【００８５】
　上記のように本発明による洗濯機、及び乾燥機の第１実施形態の凝縮装置７００で水分
が凝縮され、除去される過程をより詳細に説明する。
【００８６】
　上記のように乾燥工程が始まると、乾燥工程のスタートと同時に、又は所定時間の経過
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後に冷却水供給装置７２０を介して凝縮ダクト７１０の内側に冷たい冷却水が供給される
。凝縮ダクト７１０の内側に供給された冷却水は凝縮ダクト７１０の内周面に沿って下側
に流れ、凝縮ダクト７１０の内部空間を流れる湿った空気と熱交換しながら空気中の水分
を凝縮させる。
【００８７】
　凝縮ダクト７１０の内周面に沿って流れる冷却水は、凝縮ダクト７１０の下側の内部に
傾斜して突出した落下板７５５に至る。落下板７５５に到着した冷却水は傾斜した落下板
７５５に沿って流れ、落下板７５５の端部で凝縮ダクト７１０の内部空間を落下する。
【００８８】
　このように落下板７５５から落下する冷却水は凝縮ダクト７１０の内部空間を流れる湿
った空気とより広い面積で接触しながら熱交換するので、凝縮効率がさらに高まる。この
ように凝縮効率が高まると、空気はさらに乾燥した状態で乾燥ダクト６１０で加熱された
後ドラム３００に供給されるので、乾燥効率も向上する。
【００８９】
　また、落下板７５５から落下する冷却水は空気と正面から衝突するので、流れる空気に
よって所定量が上側に飛散する。このように空気によって上側に飛散した冷却水は凝縮ダ
クト７１０の上側で内側に突出した逆流防止板７１５にぶつかり、再び下に落下しながら
空気と熱交換する。逆流防止板７１５は飛散した冷却水が乾燥ダクト６１０側に移動する
のを防止するだけでなく、上側に飛散する冷却水を再落下させながら凝縮効率を向上させ
る役割を果たす。
【００９０】
　上記の過程を通じて水分が除去された空気は循環ファン８００を経由し、乾燥ダクト６
１０の内に流入し、乾燥ダクト６１０に流入した乾燥空気はヒータ６２０によって再び熱
く加熱され、ドラム３００に再び供給される。そして、上記の過程を繰り返すうちドラム
３００内に収納された洗濯物が完全に乾燥される。
【００９１】
　上記のように構成された本発明による洗濯機及び乾燥機の第１実施形態は、落下板７５
５が冷却水を凝縮ダクト７１０の内部空間に落下させ、冷却水と空気との熱交換面積を増
加させるので、凝縮効率が向上し、これによって乾燥効率も向上する。
【００９２】
　また、本発明による洗濯機及び乾燥機の第１実施形態は、逆流防止板７１５が空気によ
って上側に飛散する冷却水が乾燥ダクト６１０に移動するのを防止しながら、飛散した冷
却水を再び落下させるので、循環ファン８００の故障を予防することができるとともに、
凝縮効率及び乾燥効率が向上する。
【００９３】
　本発明による洗濯機及び乾燥機の第２実施形態を図７～図１１に示す。これらの図面を
参照すると、本発明による洗濯機及び乾燥機の第２実施形態における冷却水落下装置７５
０は、凝縮ダクト７１０の内周面に沿って突出するリブ７６０からなり、より詳細に説明
すると次の通りである。
【００９４】
　リブ７６０は図９～図１１に示すように凝縮ダクト７１０の内周面に沿ってリング形態
に突出するように形成され、冷却水供給装置７２０から供給され凝縮ダクト７１０の内面
に沿って流れる冷却水を凝縮ダクト７１０の内部空間に落下させる。　
【００９５】
　このように形成されるリブ７６０は、図示したように、凝縮ダクト７１０の下側に形成
され、図９及び図１０に示すように、凝縮ダクト７１０と一体に形成され突出するか、図
１１に示すように、凝縮ダクト７１０自体が内側に突き出るように突出した形態で成形さ
れる。
【００９６】
　リブ７６０は、図示したように楕円状に形成され、水平面に対して傾斜して形成される
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。図示してはいないが、リブ７６０を円状に形成し、かつ水平面に対して平行に形成する
こともできる。リブ７６０を傾斜させて形成する場合、その傾斜角度は、例えばほぼ４５
゜である。上記のようにリブ７６０が傾斜して設けられる場合には、凝縮ダクト７１０の
内面に沿って流れる冷却水をリブ７６０の傾斜した下側の面と凝縮ダクト７１０の内面と
で形成する小さい貯蔵空間に冷却水を所定量貯蔵した状態で持続的に凝縮ダクト７１０の
内部空間に冷却水を落下させることができる。また、リブ７６０が水平に設置される場合
には凝縮ダクト７１０の内部空間に均等に冷却水を落下させることができる。
【００９７】
　一方、冷却水をより効率よく落下させるために、リブ７６０には図９及び図１０に示す
ように、少なくとも一つ以上のスリット７６１や落下ホール７６２を上下方向にリブ７６
０を貫通するように形成させることができる。このようなスリット７６１、及び落下ホー
ル７６２は凝縮ダクト７１０の内面に沿って流れ、リブ７６０に到着した冷却水を複数の
箇所からそれぞれ落下させることができる。
【００９８】
　上記のスリット７６１や落下ホール７６２は、リブ７６０が傾斜して設置される場合で
も水平に形成された場合でも、全て円周方向に沿って多数配置される。　
【００９９】
　リブ７６０を傾斜させて形成した場合には、図示してはいないが、傾斜したリブ７６０
の上面に沿って流れた後、下側の面で所定量を貯蔵して落下させるようにスリット７６１
、及び落下ホール７６２を傾斜して設置したリブの下側に形成する。
【０１００】
　リブ７６０にスリット７６１が形成される場合、スリット７６１は、図９に示すように
、リング形態からなるリブ７６０の一部分の幅方向を完全に横断するように形成される。
すなわち、スリット７６１はリブ７６０の内周部から外周部まで長く形成される。スリッ
ト７６１がこのように形成されると、冷却水はスリット７６１を介して凝縮ダクト７１０
の内周面と接する部分から凝縮ダクト７１０の内部空間までさらに広い幅の面を持った形
態で下側に流れる。
【０１０１】
　図示してはいないが、スリット７６１をリブ７６０の一部分の幅方向を完全に横断せず
、内周部から外周部にほぼ中間までに形成しても良い。スリット７６１がこのように形成
されると、冷却水はスリット７６１を介して凝縮ダクト７１０の内部空間にのみ落下する
。
【０１０２】
　上記のように構成された本発明による洗濯機及び乾燥機の第２実施形態の他の構成、及
び作動過程において上記の第１実施形態と同様の部分についてはその説明を省略する。そ
して、本発明による洗濯機及び乾燥機が乾燥工程を行うとき、冷却水落下装置７５０によ
って冷却水が落下する原理、及び過程についても冷却水落下装置７５０の構造の説明時に
既に説明したのでここでは省略し、本発明による洗濯機及び乾燥機の第２実施形態におけ
る長所について以下に述べる。
【０１０３】
　リブ７６０が凝縮ダクト７１０の内面に流れる冷却水を凝縮ダクト７１０の内部空間に
落下させるので、凝縮効率及び乾燥効率が向上する。
【０１０４】
　そして、傾斜して設置されたリブ７６０の下部、そして、落下ホール７６２、及びスリ
ット７６１に冷却水が所定量集まった後、多量に落下するので、冷却水が空気中に飛散せ
ず、効率よく空気と熱交換するので、凝縮効率及び乾燥効率が向上する。また、リブ７６
０の構造が簡単で、特に凝縮ダクト７１０が内側に突き出るよう成形された形態でリブ７
６０を構成させると、製作しやすく安価になる。
【０１０５】
　また、本発明による洗濯機及び乾燥機では、冷却水落下装置７５０が分配手段７７０を
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備えている。このような分配手段７７０は冷却水供給装置７２０から冷却水が供給され、
凝縮ダクト７１０の内部、又は内周面に均等に落下させる役割を果たす。かかる分配手段
７７０は凝縮ダクト７１０の上側内に形成される。
【０１０６】
　図１２～図１９に本発明による洗濯機及び乾燥機の第３実施形態を示す。
　これらの図面を参照すると、本発明による洗濯機及び乾燥機の分配手段７７０は連結チ
ューブ７７１と分配ループ７７２とを備えている。以下、これを詳細に説明する。
【０１０７】
　連結チューブ７７１は、図１４に示すように冷却水供給装置７２０に連結されて冷却水
を供給する。分配ループ７７２は連結チューブ７７１に連結され、冷却水を凝縮ダクト７
１０の内部、又は内周面に均等に落下させる。このような分配ループ７７２は、図１４、
及び図１７～図１９に示すように、その断面をチャンネル形状、例えば、ほぼ‘Ｕ’字状
に形成している。しかし、分配ループ７７２はその断面形状を他の形態、例えば、チュー
ブ状に形成することもできる。
【０１０８】
　分配ループ７７２は、図１５に示すように、連結チューブ７７１に連結される部分が広
がるように形成される。
【０１０９】
　本発明による洗濯機及び乾燥機の第３実施形態で、分配手段７７０の分配ループ７７２
には多数の噴射ホール７７４が形成されておる。噴射ホール７７４は分配ループ７７２の
下側に上下方向に形成され、連結チューブ７７１を介して分配ループ７７２に供給された
冷却水を凝縮ダクト７１０の内部空間に落下させるためのものであ。このように多数の噴
射ホール７７４を介して冷却水を落下させると、落下する冷却水が凝縮ダクト内を流れる
空気と接触しながら熱交換する面積が増大する。
【０１１０】
　噴射ホール７７４は、図１７に示すように分配ループ７７２の断面形状下側の中心部に
沿って形成される。噴射ホール７７４がそのように形成されると、分配ループ７７２に供
給された冷却水が凝縮ダクト７１０の内周面から所定の距離離隔した状態で凝縮ダクト７
１０の内部空間に均等に分配され落下する。
【０１１１】
　また、噴射ホール７７４は、図１８及び図１９に示すように、分配ループ７７２の断面
形状下側の一方に沿って形成しても良い。この場合、噴射ホール７７４は上側から下側に
所定の角度傾斜するよう形成させてもよい。噴射ホール７７４を分配ループ７７２の外周
面側に図１８に示すように傾斜して形成すると、分配ループ７７２の内側の冷却水は凝縮
ダクト７１０の内周面側に噴射される。このように構成すると、分配ループ７７２に供給
された冷却水を凝縮ダクト７１０の内周面に均等に分配して下側に流すことができるので
、本発明による洗濯機及び乾燥機の第１実施形態及び第２実施形態と組合わせて凝縮装置
７００を構成させると、凝縮効率及び乾燥効率をさらに向上させることができる。
【０１１２】
　一方、噴射ホール７７４が図１９に示すように分配ループ７７２の内側面に傾斜させて
形成させると、分配ループ７７２の内の冷却水が凝縮ダクト７１０の内部空間の中心側に
落下する。このように冷却水が空気の流動の速い凝縮ダクト７１０の内部空間の中心側に
落下すると、同一の単位時間と単位面積が与えられた場合、他の部分を通じて落下する場
合に比べて空気と接触して熱交換する有効熱交換面積が増加するので、凝縮効率及び乾燥
効率を向上させることができる。
【０１１３】
　また、本発明による洗濯機及び乾燥機の第３実施形態で、分配手段７７０は図１４及び
図１６に示すように、貯蔵タンク７７３をさらに含んでいてもよい。
【０１１４】
　貯蔵タンク７７３は連結チューブ７７１と分配ループ７７２との連結部分に冷却水を所
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定量貯蔵できるように形成される。このように貯蔵タンク７７３を備えると、貯蔵タンク
７７３が一種の緩衝器の役割を果たすので、連結チューブ７７１を介して供給された冷却
水が分配ループ７７２の多くの箇所に均等に供給される。尚、貯蔵タンク７７３を備えて
いると、連結チューブ７７１と分配ループ７７２との相互連結部に常に冷却水が充満して
いる状態を維持するので、凝縮ダクト７１０の内部を流れる空気が連結チューブ７７１を
介して外部に漏出することを防止することができる。
【０１１５】
　上記のように構成された本発明による洗濯機及び乾燥機の第３実施形態の他の構成要素
、及び作動過程における第１実施形態及び第２実施形態と同様の部分についてはその説明
を省略する。また、本発明による洗濯機及び乾燥機が乾燥工程を行う時、冷却水落下装置
７５０によって冷却水が落下する原理及び過程、そしてその効果は先の冷却水落下装置７
５０の構造の説明時に既に説明したのでここでは省略する。
【０１１６】
　本発明による洗濯機及び乾燥機の分配手段７７０は案内流路を含むことができる。分配
手段７７０が案内流路を備えている本発明による洗濯機及び乾燥機の第４実施形態の案内
流路の様々な実施形態を図２０及び図２１に示す。これらの図面を参照すると、案内流路
は冷却水供給装置７２０から供給された冷却水を案内して凝縮ダクト７１０の内周面上に
均等に分布するように流すために凝縮ダクト７１０の内周面に螺旋状に形成される。この
ように形成される案内流路は凝縮ダクト７１０の上部内側に形成される。
【０１１７】
　図２０を参照にすると、案内流路は案内溝７７５からなる。この案内溝７７５は凝縮ダ
クト７１０自体が内面から見て凹むように、外側から見て外面側に膨らむように形成され
ている。
【０１１８】
　案内溝７７５が上記のような構造からなると、冷却水供給装置７２０から凝縮ダクト７
１０の内部に供給された冷たい冷却水が案内溝７７５に案内され、案内溝７７５に案内さ
れた冷却水が案内溝７７５に沿って螺旋状の軌跡を描きながら凝縮ダクト７１０の下側に
流れる。そして、案内溝７７５が消えた位置からは冷却水が慣性力によって持続的に螺旋
状の軌跡を描きながら凝縮ダクト７１０の内面に沿って下側に流れる。
【０１１９】
　したがって、上記のように案内溝７７５によって冷却水が凝縮ダクト７１０の内面に均
等に分配された状態で下側に流れるので、凝縮効率及び乾燥効率が向上する。勿論、上記
のように本実施形態も第１及び第２実施形態とを組合わせることができ、このように組合
わせる場合、凝縮効率及び乾燥効率をさらに向上させることができる。
【０１２０】
　一方、案内流路が案内溝７７５で形成される場合、その構造は非常に簡単であるので、
凝縮ダクト７１０の生産時に案内溝７７５が共に形成されるように金型を製作して成形す
るなどの方法を用いると安価で容易に製作できる。
【０１２１】
　図２１を参照すると、案内流路は案内チューブ７７６からなる。ここで、案内チューブ
７７６は螺旋状とされ、冷却水供給装置７２０から供給された冷却水がその内側に流れる
。このために案内チューブ７７６の上側の端部は冷却水供給装置７２０、例えば、給水ノ
ズル７２２に連結されるか隣接するように設置される。このように設置されると、冷却水
供給装置７２０を介して凝縮ダクト７１０内に供給された冷たい冷却水が案内チューブ７
７６に流入し、螺旋状の軌跡を描きながら流動した後、案内チューブ７７６の下側の端部
から吐き出される。この際、上記のように吐き出された冷却水は慣性力によって螺旋状の
軌跡を描きながら凝縮ダクト７１０の内周面に沿って下に流れるので、凝縮効率及び乾燥
効率が向上する。
【０１２２】
　上記のように設置される案内チューブ７７６には、図示してはいないが、本発明による
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洗濯機及び乾燥機の第３実施形態と同様に分配ホールをさらに設けても良い。その分配ホ
ールは、案内チューブ７７６の下向きの位置に多数形成させることができ、上記と同様に
案内チューブ７７６の下側の中央、又は一方に偏って配置させても良い。
【０１２３】
　このように形成される前記分配ホールの構成は噴射ホール７７４のそれとほとんど同一
であるのでその詳細な説明は省略する。但し、上記のように案内チューブ７７６に分配ホ
ールが形成される場合には案内チューブ７７６内に流入した冷却水の一部は上記のように
凝縮ダクト７１０の内周面に均等に分配され下側に流れ、他の一部は分配ホールを介して
凝縮ダクト７１０の内部空間に落下するので、凝縮効率及び乾燥効率を向上させることが
できる。
【０１２４】
　本明細書では案内流路の実施形態として案内溝７７５と案内チューブ７７６のみを説明
したが、これに限定されず、多様なものが実現可能である。　例えば、案内チューブ７７
６を前記分配ループ７７２のように‘Ｕ’字形と類似した断面を有するように形成させた
り、凝縮ダクト７１０の内周面で螺旋状に突出するように形成しても良い。
【０１２５】
　本発明による洗濯機及び乾燥機の第５実施形態は図２２～図２４に示されている。これ
を参照すると、本発明による洗濯機及び乾燥機の第５実施形態では、サイフォンホース９
００がさらに具備されている。サイフォンホース９００は、図２２及び図２３に示すよう
に、排水ホース５１０と冷却水供給装置７２０とを連結するように設置され、洗濯水の排
水時の圧力のような多様な要因によって排水ホースを介して洗濯水が逆流するときに逆流
する洗濯水を冷却水供給装置７２０に供給する。このため、本発明による洗濯機及び乾燥
機の第５実施形態の冷却水供給装置７２０は、給水チューブ７２１を介して供給される冷
たい冷却水だけでなく、排水ホース５１０を介して逆流する洗濯水も凝縮ダクト７１０の
内側に供給するように構成されている。以下では図面を参照して冷却水供給装置７２０の
詳細な構成を説明する。
【０１２６】
　図２４を参照にすると、本発明による洗濯機及び乾燥機の第５実施形態の冷却水供給装
置７２０は、給水チューブ７２１と給水ノズル７２２とを備えている。給水チューブ７２
１はキャビネット１００を貫通するように設置され、外部から供給される冷却水がその内
側に流れる。
【０１２７】
　給水ノズル７２２は、給水チューブ７２１だけでなくサイフォンホース９００にも連結
され、冷却水及び洗濯水を凝縮ダクト７１０の内側に供給する。このような給水ノズル７
２２はノズルボディ７２２ａ、第１連結口７２２ｂ、及び第２連結口７２２ｃを備えてい
る。ノズルボディ７２２ａは一端が開放された円筒状である。第１連結口７２２ｂはノズ
ルボディ７２２ａの一端側に形成されて給水チューブ７２１が連結される。そして、第２
連結口７２２ｃはノズルボディ７２２ａの他端側に形成されてサイフォンホース９００が
連結される。
【０１２８】
　また、上記のように構成されたノズルボディ７２２ａの一方、例えばノズルボディ７２
２ａの塞がった他端に空気ホール７２２ｄがさらに形成されてもよい。このような空気ホ
ール７２２ｄは凝縮ダクト７１０の内部と外部との圧力を一定に維持し、サイフォンホー
ス９００から流入した洗濯水がノズルボディ７２２ａを介して簡単に噴射されるようにす
る役割を果たす。
【０１２９】
　上記のような構造を有する本発明による洗濯機及び乾燥機の第５実施形態において、排
水ホース５１０を介して逆流する洗濯水が凝縮ダクト７１０内に供給される過程を以下に
説明する。
【０１３０】
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　排水ホース５１０を介して排出される洗濯水が何らかの要因によって再びキャビネット
１００の内側に逆流する場合、逆流する洗濯水はサイフォンホース９００側に流入する。
そして、サイフォンホース９００に流入した洗濯水は第２連結口７２２ｃを介してノズル
ボディ７２２ａの内側に流入した後、凝縮ダクト７１０の内側に供給される。
【０１３１】
　このように本発明による洗濯機及び乾燥機の第５実施形態では逆流する洗濯水を凝縮ダ
クト７１０の内側に供給して流すので、洗濯水の逆流量が過多であっても洗濯水がドラム
３００の内部に流入するような問題が発生しない。
【０１３２】
　以上で説明した本発明によれば次のような効果が得られる。
　第一に、本発明による洗濯機及び乾燥機は、冷却水落下装置７５０が冷却水を凝縮ダク
ト７１０の内部空間に落下させるので、冷却水と空気との熱交換面積が増大して、凝縮効
率及び乾燥効率が向上する。
【０１３３】
　第二に、　本発明による洗濯機及び乾燥機は、凝縮装置７００の凝縮効率に優れるので
、凝縮ダクト７１０を従来より小さくかつ短く設計することができ、キャビネット１００
の空間活用度が向上し、洗濯機及び乾燥機のコンパクト化が可能となる。
【０１３４】
　第三に、本発明による洗濯機及び乾燥機は、凝縮装置７００の凝縮効率に優れ、キャビ
ネット１００の内部に傾斜させて長く設定していた従来のものとは異なり、直線状を有し
て短く設置可能であるので、組立や設置が容易である。
【０１３５】
　第四に、本発明による洗濯機及び乾燥機の第５実施形態は、逆流する洗濯水をサイフォ
ンホース９００を用いて凝縮ダクト７１０の内側に流動させるので、逆流した洗濯水がド
ラム３００の内部に再び流入して洗濯物を汚すという問題を防止できる。
【図面の簡単な説明】
【０１３６】
【図１】一般的な洗濯機及び乾燥機の内部構造を示す横方向及び正方向断面図。
【図２】一般的な洗濯機及び乾燥機の内部構造を示す横方向及び正方向断面図。
【図３】本発明による洗濯機及び乾燥機の第１実施形態の内部構造を示す横方向及び正方
向断面図。
【図４】本発明による洗濯機及び乾燥機の第１実施形態の内部構造を示す横方向及び正方
向断面図。
【図５】本発明による洗濯機及び乾燥機の第１実施形態で冷却水落下装置の各実施形態の
内部構造を示す断面図。
【図６】本発明による洗濯機及び乾燥機の第１実施形態で冷却水落下装置の各実施形態の
内部構造を示す断面図。
【図７】本発明による洗濯機及び乾燥機の第２実施形態の内部構造を示す横方向及び正方
向断面図。
【図８】本発明による洗濯機及び乾燥機の第２実施形態の内部構造を示す横方向及び正方
向断面図。
【図９】本発明による洗濯機及び乾燥機の第２実施形態で冷却水落下装置の各実施形態の
内部構造を示す部分断面図。
【図１０】本発明による洗濯機及び乾燥機の第２実施形態で冷却水落下装置の各実施形態
の内部構造を示す部分断面図。
【図１１】本発明による洗濯機及び乾燥機の第２実施形態で冷却水落下装置の他の実施形
態の構造を示す斜視図。
【図１２】本発明による洗濯機及び乾燥機の第３実施形態の内部構造を示す横方向及び正
方向断面図。
【図１３】本発明による洗濯機及び乾燥機の第３実施形態の内部構造を示す横方向及び正
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方向断面図。
【図１４】本発明による洗濯機及び乾燥機の第３実施形態で分配手段の構造を示す部分断
面図。
【図１５】図１４の分配手段の平面図。
【図１６】図１４の分配手段の側面図。
【図１７】図１４の分配手段でそれぞれ噴射ホールの位置が互いに異なるように形成され
たことを示す断面図。
【図１８】図１４の分配手段でそれぞれ噴射ホールの位置が互いに異なるように形成され
たことを示す断面図。
【図１９】図１４の分配手段でそれぞれ噴射ホールの位置が互いに異なるように形成され
たことを示す断面図。
【図２０】本発明による洗濯機及び乾燥機の第４実施形態で案内流路の一実施形態の構造
を示す部分斜視図。
【図２１】本発明による洗濯機及び乾燥機の第４実施形態で案内流路の他の実施形態の構
造を示す部分断面図。
【図２２】本発明による洗濯機及び乾燥機の第５実施形態の内部構造を示す横方向及び正
方向断面図。
【図２３】本発明による洗濯機及び乾燥機の第５実施形態の内部構造を示す横方向及び正
方向断面図。
【図２４】本発明による洗濯機及び乾燥機の第５実施形態で冷却水供給装置の一実施形態
を示す分離斜視図。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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